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エピタ (EVITA) [日本光電工業(株)Jの使用経験について

エピタはドレーゲル社製のマイクロプロセ

ッサーを内蔵したいわゆる第4世代のベンチ

レーターであり、同社のEV-Aの後継機として

小型化されたものである。小型化のためCRT

が液晶に変更され、また、アラーム類も簡略

化され、 CO2の測定回路がはずされた。しか

し、機能的には IPPV、SIMV、MMV、 CPAP、ASB

(Assisted Spontaneous Breathing) 、P円附
(呼気圧設定〉、パックアップ換気といった

EV-Aに備わっていた機能以外に、 BIRAP(

Biphasic Positive Airway Pressure)、
PEEP時のリーク自動補正機構などを備えてお

り、一歩進んだも のとなっている。ア ラーム

繊能も FI02、気道内圧の上下限値、呼気温度

の上限値が自動セットされるようになってお

り、アラーム設定の煩わしさを軽減している。

さらに頻呼吸時のアラームが新たに設定され

ており、自発呼吸下の無効換気の予防に有用

である。

臨床の場においてありがたいのは、まずダ

イアル・ツマミ方式であることである。現在

の設定状態が一目でわかり、看護スタッフが

簡単に条件設定を確認することができる。ま

た設定換気モードに必要なダイアルにライト

が点灯し、設定操作を容易にしている。標準

的な設定値に印がつけてあり、呼吸管理に精

通していない医師が使用する場合においても、

容易に使えるように配慮されている。ただ、

ASBに関連したダイアルが IP P Vモードでは感

度調節とSIGHの代用である in t e r皿ittent

PEEPの調節用ダイアルとなっていることは注

意しなければならない。

ASBはPSV(Pressure Support Ventilation) 

と同じであるが、繍助圧だけでなく呼気フロ

一速度も設定できるようになっており、個々

の患者に応じた、より自然に近い呼吸ができ

るようになっている。

BIPAP は今までの人工呼吸器にはなかった

機能である。基本的にはPEEPレベルを 2段階

に設定し、その各々の持続時聞を自由に変え

られるということであるが、これは AP R V ( 

Airway Pressure Release Ventilation)に

対応したものである。現在APRVIこ対する評価

は定まっておらず、すぐに実用化されるとは

思わないが、研究段階で使用する上で通常の

人工呼吸器で行えることの意味は大きく、今

後おおいに興味のあるところである。

PM白Hはピーク圧をカットし、かっ換気量を
確保するものであり、従圧式の人工呼吸に近

いものであるが、 ARDSなどのコンブライアン

スの小さい患者に対して圧損傷を予防しなが

ら、十分な換気量を確保するために非常に便

利な機構である。

以上述べてきたように、エビタは、初心者

でも扱うことができ、術後のように病棟で行

う呼吸管理から、専門家が ICUで行う重症患

者の呼吸管理まで幅広く使うことができる人

工呼吸器である。
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EE~ita 
工ピタは西独ドレーゲル社の最新鋭機で、信頼性、爆作性の点で

好評を憎している集中治療用ベンチレータです。
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・豊富な換気モード

まったく新しし、換気モード“BIPAP"を搭載。

さらにアブ。ニアベンチレーションモードも加

わり、豊富な換気モー ドでよりデリケー卜な

呼吸管理を可能としました。・ASB速度設定
ASB(P.S.V)時の設定圧に達する時間を変
えられますので、 一回換気量を充分確保する

ような設定が可能です。

・自動アラームセット

重要なアラームは自動セットされ、ルーチン

ワークに便利です。

-0210096キー
サクションの前後に100%酸素を供給するた

めのキーで、ワンタッチで行えます。

・簡単操作

iit界中てす千評、操作に便利なユーザガイダン

スを画商に表示します。
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詳しい資料を用意しております。

当社までお気庫主にご請求トさい。


